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１開会 

２あいさつ 

３議事 

事務局に対し、本日の出席委員数を求めます。 

委員総数は１６名です。１４名の出席をいただいております。 

過半数以上の委員の出席であるので本日の会議は成立しております。 

では、議事に入らせていただきます。 

  

（１）地域予算提案制度取扱事業について 

まちづくり塾の内容の協議について、これまでの経過から説明いたします。 

 〈説明〉 

これまで「まちづくり塾」の内容について、会議で何度も話し合いましたが、

なかなか内容が決まらないので、正副会長で集まって今後のことを相談するこ

とになり、事務局も同席して２月８日の夜に打合せを行いました。 

まず、各地区の部会の意見を確認いたしました。 

皆川地区は「儲かる地域活動」として、特産品の開発を考え具体的な品目に

ついても話し合いました。吹上地区は、３地区共通の課題として、「少子化問題」

を中心に講演会を数回、「採算の取れる地域活動」も最後に１回くらいやりた

い。寺尾地区では、「少子高齢化」を軸とした内容で、落語など人を呼べるフラ

ンクな講演会にしたい、とのことでした。 

正副会長での話し合いの結果、３地区に共通した問題として「少子高齢化で

も楽しい生活の仕方」をメインとし、次回の地域会議には、皆さんが協議しや

すいよう、講師や内容の提案をいろいろな情報を持っているとちぎ市民活動推

進センターくららに依頼しました。さらに、本日は企画案の説明にもスタッフ
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の方に来ていただいています。委員の皆さんからご意見をいただき、反対が無

ければ、そのように進めたいと思います。 

〈反対意見なし〉 

それでは企画案について、説明をお願いします。 

〈説明〉 

人口減少・少子高齢化が進んでいく社会だからこそ、地域で大切にしていき

たい資源を生かしていく仕事と生活の営みや、共に生きていくつながりを育

み、地域を育んでいく姿勢を一人ひとりがもつことが大切です。 

初回はキックオフとして栃高出身の春風亭柳橋さんの落語を聞きながら楽

しく始めます。 

３地区で共有できるテーマとして大きく「農業（営み）の未来」 「教育の未

来」 「高齢者と若者」に分けて勉強会を設けます。 

① 先進的な事例を知る 

② 各地域の特色ある取組みを知る 

③ 意見交換 

という流れで進め、身近な資源や課題を認識した上で、これからの地域に求

められる事業を生み出す基礎（考え方やつながり）をつくります。 

先進的な事例では県内外の事例をとりあげ、各地域の取り組みについては西

部地域内で行われている事例について情報交換します。「地域の高齢者と若者

が喜びを共有して、地域で生活していけるのか」「若い人を地域に呼び込んでい

けるのか」を考える機会にしていきたいと考えます。 

〈質問・意見〉 

委員に対して、質問・意見等を求めます。 

参加者は、５０名くらいは集めたい。 

子育て中の世代を中心に参加してもらいたいと考えている。アシストネット

の協力を求めたい。 

生産性に繋がる取り組みにしていければよいと考えている。 

皆川地区は先進事例についての勉強会はかなり進んでいる。講演会を聞いて

終わりの事業では意味がないので、次にもう一歩踏み出せるような内容にして

いくべきではないだろうか。 

くららの提案に賛成する。 

他に意見等ありますか。 

〈意見等なし〉 

講座の内容については、賛成多数により企画案をもとに進めることでよろし

いでしょうか。 

〈異議なし〉 

 それでは、企画案を基に進めることに決定し、地域予算提案制度取扱事業に

ついて終わりにいたします。 

 他にご意見ご質問等ありませんか。 

〈意見等なし〉 
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 ４その他の事項 

（１） 環境基本計画改訂「地域のすがた」について説明。 

（意見なし） 

（２） 栃木駅前市有土地利用事業者の募集について説明。 

 （意見なし） 

（３） 「後世に残したい栃木市の文化資源４８選」について説明。 

（４） 平成３０年度栃木西部会議年間開催予定について 

 栃木西部地域会議は、原則第２火曜日開催、第２火曜日での開催が難しい場

合は第３火曜日に変更。平成３０年度は、８月・１２月・１月を除いた年間９

回の開催を予定。他に必要に応じて部会を開催することができ、別途協議する。 

（意見なし） 

（５） 平成２９年度第１０回栃木西部地域会議について 

 平成３０年３月２０日（火）１９：００～ 吹上公民館大交流室で開催。 

 

以上で本日の会議は全て終了いたします。 

──閉会── 

（会議終了時刻 午後８時１０分） 
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別紙２ 会議事項 

 

１ 開 会 

２ あいさつ 

３ 委員及び職員紹介 

４ 会長及び副会長選出 

５ 議 事  

（１）  地域予算提案制度取扱事業について 

 

６ その他 

・  環境基本計画改訂「地域のすがた」について（情報提供） 

・  栃木駅前市有土地利用事業者の募集について（情報提供）  

・  「後世に残したい栃木市の文化資源４８選」について（資料配付） 

・  平成３０年度栃木西部会議年間開催予定について 

・  第１０回栃木西部地域会議について 

 

７ 閉 会 

 

配付資料一覧 

平成 29 年度第 9回栃木西部地域会議 次第 

栃木西部地域会議まちづくり塾 企画案 

環境基本計画改定「地域の取り組み」について（報告）  

第 5 章 各地域の取り組み 

６ 用語解説 

栃木駅前市有土地利用業者の募集について（情報提供）  

栃木駅前市有土地利用業者の募集について 

後世に残したい栃木市の文化資源 48 選の配付について  

後世に残したい栃木市の文化資源 48 選（冊子） 

平成 30 年度栃木西部地区地域会議開催日程 


